
 

さとう・なおかた 
 

儒 家 

 

経 歴 

生：慶安３年（１６５０年）閏１０月２１日、福山生まれ 

没：享保４年（１７１９年）８月１５日、江戸において亡くなる、享年７０歳、麻布土器町瑠璃光寺に葬る 

寛文５年（１６６５年）１１月２８日 １６歳 就学して『大学』を学ぶ 

寛文１０年（１６７１年） ２１歳 福山藩士永田養庵に学ぶ 

寛文１０年（１６７１年）４月１５日 ２１歳 永田養庵に伴い上京する 

寛文１１年（１６７２年）１１月２３日 ２２歳 京都で山崎闇斎に学ぶ 

延宝元年（１６７３年） ２４歳 福山に戻り講筵を開く 

延宝３年（１６７５年） ２５歳 槇元眞に招かれて江戸に行く 

延宝４年（１６７６年）６月 ２６歳 京都に帰る 

天和３年（１６８３年）夏 ３３歳 槇元眞に招かれて美濃文殊村を訪れる 

天和３年（１６８３年）９月１６日 ３３歳 山崎闇斎がなくなる 

貞享元年（１６８４年） ３５歳 『講学鞭策録』を刊行する 

元禄４年（１６９１年） ４２歳 水野勝種の招きをうけて江戸へゆく 

元禄５年（１６９２年）３月 ４３歳 京都に帰る 

元禄６年（１６９２年）春 ４４歳 水野候から暇を得て浪人する 

元禄７年（１６９４年） ４５歳 前橋の酒井忠挙に招かれ江戸へ 

元禄７年（１６９４年） ４５歳 本所石原に住む（数年） 

元禄８年（１６９５年）～元禄９年（１６９６年）ごろ ４６～４７歳ごろ 箕浦吟と結婚 

－ － 石原の屋敷が類焼し加賀町へ 

？～享保４年（１７１９年） ？～６９歳 蠣殻町酒井候邸内に移る 

宝永元年（１７０４年）正月 ５４歳 父七郎兵衛が亡くなる 

宝永２年（１７０５年）３月２３日 ５５歳 酒井忠挙の上洛が決まる、それに随行 

宝永２年（１７０５年）４月２５日 ５５歳 京を出発 

宝永２年（１７０５年）閏４月３日 ５５歳 江戸に到着 



－ － 多くの大名から賓師の待遇を受ける 

享保３年（１７１８年）５月１１日 ６８歳 柳原紺屋町二丁目に新築 

享保３年（１７１８年）７月１６日～３年（１７１８年）閏１０月２５日 ６８歳 京都地方に遊ぶ 

享保３年（１７１８年）１１月初旬～３年（１７１８年）１２月中旬 ６８歳 旅の疲れから病にかかる 

享保４年（１７１９年）４月 － 新築の家に引越し 
 

 

生い立ちと学業、業績 

慶安３年（１６５０年）閏１０月２１日、佐藤七郎兵衛休意の子として福山（深津郡市村とも品治

郡下安井村ともいう）に生まれた。父は福山藩（藩主・水野勝俊）の下級武士であった。幼名

は彦七、のち五郎左衛門と改めた。字や号は用いなかった。剛齋と号したとの説もあるが、誤

りであろう。幼少時代は虚弱であったらしいが、身長が６尺２寸（１８０ｃｍ）余りもあって、相当に

いかつい風貌で、過激な性格でもあった。就学が１６歳とかなり晩かったのも健康上のことがあ

ったのかも知れない。 

 

直方ははじめ、福山藩士で山崎闇斎門下の永田養庵に学び、２１歳のとき養庵に伴われて上

京し入門を願ったが叶えられず、翌年再び上京して闇斎門に入った。 

 

闇斎門下では、佐藤直方・浅見絅斎（あさみ・けいさい）・三宅尚斎を崎門三傑とよぶが、彼等は晩

年神道に傾倒した師・闇斎には反対して純儒派と呼ばれた。その学問的立場は朱子学を基

本とし、しかも依拠すべき文献は、『四書』、『小学』、『近思録』などに限定し、朱子の説く道徳

の理論を深く体得することに集中しようとするものであった。 

 

直方は、理知的・合理的な性格で、弁舌にもすぐれ、学問上の議論はよく人を敬服させた。 

 

延宝２年（１６７４年）、福山に戻り講筵を開いた。間もなく江戸に行き、さらに再び上京して勉

学に励んだ。 

 

元禄４年（１６９１年）、４２歳の時、福山藩主・水野勝種の招きをうけて江戸へゆき、翌年俸禄を

与えられたが、２年後にはこれを辞退している。そののちも、前橋藩主・酒井侯や、近江彦根

藩主・井伊候、伊勢長島・増山候、肥前唐津・土井候、遠江横須賀・西尾候、出羽秋田支藩・

佐竹候など多くの大名から尊信されて、賓師の待遇を受け、江戸において講義などの活動を

続けたが、禄仕はしなかった。 

 

荻野重祐・渡辺杢兵衛・森自仙・安田京紀など福山藩士の教授にあたった。門下に稲葉迂

齋・野田徳勝剛齋・永井行達・三輪執齋・小野崎師由・天木時中・大神澤一・跡部良顕・伴部

安崇・長谷川克明・長野退蔵らがいる。 

 

享保４年（１７１９年）８月１４日、唐津藩邸での講義中に倒れ、翌日７０歳で没した。戒名は一



貫了道居士、麻布土器町瑠璃光寺に葬る。 

 

著書に『講学鞭策録』ほかなど１５～１６冊が知られている。 

 

元来、儒者というものは詩文を心得ていた。しかし、闇斎学派のみは、学理研究が大事という

考えから詩賦にはあまり意を用いず、むしろ詩文を卑しんでさえいた。なかでも直方の詩文は

ほとんど残されていない。   （出典１）～（出典９） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 コメント 

００２４１ 
佐藤直方 

著 
『講学鞭策録』 出雲寺松栢堂 

貞享元年 

（１６８４年） 
－ 

０５５７３ 
山本七平 

著 
『現人神の創作者たち』 文芸春秋 昭和５８年 

「正統的な儒学者・

佐藤直方」 

 

出典１：『誠之館記念館所蔵品図録』、７１頁、福山誠之館同窓会編刊、平成５年５月２３日 

出典２：『近世後期の福山藩の学問と文芸』、８３頁、福山市立福山城博物館編刊、１９９６年４月６日 

出典３：『福山藩の文人誌』、１２頁、濱本鶴賓著、葦陽文化研究会刊、１９８８年７月２７日 

出典４：『郷賢録』、４１頁、福田禄太郎著、福山城博物館友の会編刊、平成１２年１０月１日 

出典５：『備後備中先覚者名鑑 郷土を創った人々』、２６頁、村田露月・式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３６年８月 

出典６：『誠之館百三十年史（上巻）』、９・１０７０頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

出典７：『福山学生会雑誌（第４１・４２・４４・４５・４８・４９号）』、各附１頁、「佐藤直方先生伝」、和田英松、福山学生会事務所編

刊、大正２年１２月２０日～大正５年１１月５日 

出典８：『福山学生会雑誌（第５０号）』、附１頁、「佐藤直方先生の出生地に就いて」、和田英松、福山学生会事務所編刊、大

正６年１月１日 

出典９：『備後人物風土記－歴史をつくった人々－』、２１８頁、村上正名著、歴史図書社刊、昭和５２年１０月３１日 

関連情報１：『現人神の創作者たち』、１１０頁、「正統的な儒学者・佐藤直方」、山本七平著、文芸春秋刊、昭和５８年８月２０日 

２００５年３月２９日更新：経歴・所蔵品・出典●２００６年３月１３日更新：所蔵品●２００６年６月２６日更新：タイトル●２００７年９月

１９日更新：経歴●２００８年４月２３日更新：本文●２００８年７月１７日更新：出典●２００８年７月１８日更新：著書及び関連書●

２００８年７月２２日更新：本文・著書及び関連書●２００８年１１月２５日更新：経歴・著書及び関連書・誠之館所蔵品・出典●２０

０９年５月１９日更新：経歴●２０１０年２月１５日更新：著書及び関連書・誠之館所蔵品・関連情報●２０１０年３月１１日更新：経

歴・著書関連書（削除）・探しています● 

 


